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2024 年 8 月 21 日 

記 者 各 位 

 全 国 石 油 商 業 組 合 連 合 会 

                                     都 道 府 県 石 油 組 合 

 

 「満タン＆灯油プラス 1 缶運動」9 月 1 日から全国一斉スタート 

今年度で 8 年目 災害への自衛的燃料備蓄を啓発 

～「車中避難」と「低体温症」にフォーカス・新動画を配信～ 

  

全国石油商業組合連合会（全石連）と 47 都道府県石油組合（石油組合）は、防災の日の 9 月 1 日か

ら、石油連盟、公益社団法人全日本トラック協会、日本ガソリン計量機工業会の協賛を得て、災害など非

常時のために燃料を多めに備えておくことを消費者に推奨する「満タン＆灯油プラス 1 缶運動（満タン運

動）」をスタートします。2017 年度から始まった本運動は今年度で 8 年目を迎えます。全国の石油組合ガ

ソリンスタンド（ＳＳ）店頭や WEB メディア、防災イベントなどを活用し、本運動の主旨・必要性を伝えていき

ます。 

地震や台風等の自然災害に伴う大規模停電が発生した際に、発災直後から暫くの間、営業を継続す

るＳＳはガソリンや灯油を購入する車や人で大混雑し、必要とする燃料の入手が困難になるケースがあり

ます。そこで、災害への自衛的な対策として、日常生活で必要になるガソリンや灯油を備えておくことが、よ

り重要となっています。 

このようなことから、全石連と石油組合及び協賛３団体は、災害が起きても「満タンで安心、灯油プラス

1 缶で安心」をスローガンに、「車の燃料メーターが半分程度になったら、こまめに満タンにしておく」また、

「灯油は１缶多めに備えておく」ことを消費者の皆さまに呼びかけて、万が一の事態が発生した場合でも、

混乱しないよう日頃の心構えの大切さを訴えています。 
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今年度の満タン運動では、１月の能登半島地震など過去の大きな災害での状況を踏まえ 「災害時に

おける避難生活の過ごし方」という点にフォーカスした施策を展開します。「車中避難」と「防寒対策」に関

する情報発信を通じて、ガソリンや灯油といった燃料の重要性をアピールすることで、生活者の行動変容

を促します。 

本日 8 月 21 日には、満タン運動の推進キャラクター「全石レン」を使った新たな動画を公式 WEB サイト

（https://mantan-undo.jp/）およびユーチューブチャンネルに公開。また、9 月 1 日に開催する消費者参加

の体感型イベント『ドライブイン避難訓練』をはじめ、各地の防災イベントに出展し、本運動をアピールする

ほか、テレビ CM（BS12）や SNS、WEB 広告での告知展開、全国の石油組合員ＳＳでのポスター掲出など

を通じて本運動の啓発活動を行っていきます。さらに約 1500 ヵ所の「普及啓発ＳＳ」ではバッジ、ミニノボリ、

災害対策ハンドブックなどと組み合わせてより強力にアピールします。 

公式 X および BS12 のプロ野球中継、アパホテルなどと連携する「おもチャンネル」などを活用し、「満タ

ン応援キャンペーン」（ガソリンのギフト券を抽選でプレゼント）も実施します。 

 

※お手数ですが掲載の場合は掲載誌を下記までご送付お願いいたします。 

本件に関するお問い合わせ先  

  〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-17-14 

全国石油商業組合連合会 

担当：三橋（みつはし）、富永（とみなが） 

TEL.03(3593)5757 

mantan-undo@zensekiren.or.jp 
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別 紙① 

満タン＆灯油プラス 1 缶運動 実施概要  

 

１．主催：全国石油商業組合連合会・都道府県石油組合 

２．協賛：石油連盟、公益社団法人全日本トラック協会、日本ガソリン計量機工業会 

３．後援：内閣府政策統括官（防災担当）、資源エネルギー庁、国土交通省 

４．実施期間：2024 年 9 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

５．参加者：全国約 2 万ヵ所のガソリンスタンド及び石油元売会社等の大型石油タンクローリー 

６．運動周知専用サイト https://mantan-undo.jp/ 

７．主な周知 

■動画全石レンが伝える、誰でも簡単にできる災害 対策！「車中避難・防寒 対策編」 

 

本作のために書き下ろした啓発キャラクター「全石レン」ちゃんが解説する啓発ムービー第 2 弾 

https://youtu.be/MQTOx8lCIVw 

より多くの方々に『満タン運動』を理 解していただくために、ナビゲーターの全 石レンちゃんが『車中 避

難』と『防寒対策』の有用性とリスク、その対策を、最近ハマっているラップでお伝えします。 

 
 

■イベント 

以下のイベントで PR します。 

① ドライブイン・避難訓練 日程：9 月 1 日 会場：イオンモールむさし村山（東京都武蔵村 山市）※

詳細は８月 16 日のニュースリリース参照 

② 横浜防災フェア 日程：9 月 7～8 日 会場：赤レンガ倉庫（神奈川県横 浜市 ） 

③ みんなの防災フェア 日程 ：9 月 28～29 日 会場：ハイブ長岡（新潟県長岡 市） 

④ ぼうさいこくたい 2024  日程：10 月 19～20 日 会場：熊本城ホール、花畑広場ほか（熊本県熊

本市） 

⑤ 福岡市防災フェア 日程：11 月 2 日 会場：市役所西側ふれあい広場（福岡県福岡市） 

⑥ あいち防災フェスタ 日程：11 月 10 日 会場：庄内緑地グリーンプラザ（愛知 県名古屋市） 

⑦ えひめ・まつやま産業まつり 日程：11 月 23～24 日 会場：松山市城山公 園（愛知県松山市） 

⑧ ひょうご安全の日のつどい 日程：1 月 17 日 会場：なぎさ広場（兵庫県 神戸 市） 
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別紙② 
 

■公式 X（旧 Twitter)を使った消費者参加 型キャンペーン「満タン応援キャンペーン」 

 

公式 X をフォローし、指定 の動画を閲覧後にクイズへの回答や、自身が取り組む防災活動の写真を

投稿することで参加できます。実施期間は 9 月 1 日～12 月 31 日、抽選で合計 200 名に「ガソリ

ンのギフト券」2000 円分をプレゼントします。 

 

 

■BS12（トゥウェルビ）とのタイアップ企画「防災のナイター」 

 

BS12 プロ野球中継に 30 秒 CM を全 10 回放映。8 月 30 日を「防災の日ナイター」とし、応援歌タイ

ム時に、満タン運動にまつわるトークを展開。「ガソリンのギフト券」をプレゼントするキャンペーン（抽

選で合計 100 名に 2000 円分）も実施します。 

 

 

■おもチャンネル 

 

ビジネスホテル客室内（一部のアパホテルおよび京急 EX イン）TV で CM 動画を配信（期間は 9 月 2

日～29 日）。「ガソリンのギフト券」をプレゼントするキャンペーン（抽選で合計 100 名に 2000 円分）

も実施します。 

 

８．ポスター（両面仕様） 
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＜全国石油商業組合連合会 森洋会長のコメント＞ 

・全石連の満タン運動も今年で 8 年目を迎えます。これまでの継続的な取組の甲斐もあり、徐々に本運動

への認知が広まってきている状況ではありますが、さらに多くの方々の理解を得るために、今年も様々な施

策を実施いたします。 

・本年元旦に発生した令和６年能登半島地震は、多くの方々にとって、改めて災害への備えを意識するき

っかけになった出来事であったかと思います。 

・さらに、今回の能登半島地震は冬場の災害ということもあり、「車中避難」や「防寒対策」というキーワード

が注目されました。2016 年に発生した熊本地震でも、避難した人の実に 7 割が車中避難を経験したと回

答しています。 

・一方で、車中避難は災害関連死を引き起こす「エコノミークラス症候群」などの発症に繋がる危険性もあ

るため、今年の満タン運動では、そうした健康上のリスクも踏まえた上で、正しい車中避難の過ごし方を伝

えていきたいと考えています。同時に、快適な車中避難や停電時の防寒対策には燃料が不可欠であるこ

とをご理解いただきたいです。 

・今後、首都直下型地震や南海トラフ地震などの大地震の発生が予想されています。水や食糧と併せて

燃料を備えることが当たり前になるように、引き続き満タン運動を通じて、燃料備蓄の重要性を訴えていき

たいと考えています。 

 

＜石油連盟 木藤俊一会長のコメント＞ 

・今年は元旦に能登半島において大きな地震が発生しました。石油業界では、発災直後から 24 時間体

制で北陸地域に向けた緊急的な燃料供給に対応いたしました。 

・災害の多い日本において、石油にはエネルギー供給の『最後の砦』としての役割が課せられています。 

・いつどこで起きるかわからない災害に備えて、消費者の皆様にガソリンや灯油を多めに持つことを推奨す   

る本運動は、石油連盟としても極めて重要と認識しており、開始当初から毎年協賛してまいりました。 

・今後とも、平時緊急時を問わず、国民の皆様の生活をしっかり守るため、製販一体となって石油の安定  

供給に取り組んでまいります。 


